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１．国際バカロレア（ＩＢ）について  
 

国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が実施する国際的な教育プログラム。 

同機構は、１９６８年、インターナショナルスクールの卒業生に、国際的に認められる大学入

学資格（国際バカロレア資格）を与え、大学進学へのルートを確保するとともに、学生の柔軟な

知性の育成と国際理解教育の促進に資することを目的として発足。 

認定校に対する共通カリキュラムの作成や、国際バカロレア試験、国際バカロレア資格の授

与等を実施。 

 

  ２．ＩＢのプログラムについて   
 

グローバル化に対応できるスキルを身に付けた人材を育成するため、生徒の年齢に応じて、

以下の教育プログラムを提供。 

平成２９年３月１日現在、世界１４０以上の国・地域、４，７８４校において実施。 
 

（１）プライマリー・イヤーズ・プログラム（ＰＹＰ） 【１，５００校 (国内：２１校)】 

３歳～１２歳を対象として、精神と身体の両方を発達させることを重視したプログラム。ど

のような言語でも提供可能。 
 

（２）ミドル・イヤーズ・プログラム（ＭＹＰ） 【１，３８２校 (国内：１１校)】 

１１歳～１６歳を対象として、青少年に、これまでの学習と社会のつながりを学ばせるプロ

グラム。どのような言語でも提供可能。 
 

（３）ディプロマ・プログラム（ＤＰ） 【３，１７５校 (国内：３１校)】 

１６歳～１９歳を対象としたプログラムであり、所定のカリキュラムを２年間履修し、最終試

験を経て所定の成績を収めると、国際的に認められる大学入学資格（国際バカロレア資格）

が取得可能。原則として、英語、フランス語又はスペイン語で実施。 
 

（４）キャリア関連プログラム（CＰ） 【１３３校(国内：-校)】 

１６～１９歳を対象として生涯のキャリア形成に役立つスキルの習得を重視したキャリア教

育・職業教育に関連したプログラム。一部科目は、英語、フランス語又はスペイン語で実施。 

 

３．我が国における取組等   
 

（１）我が国では昭和５４年より、大学入学資格に関し、学校教育法に基づき、国際バカロレア

資格を有する者で１８歳に達した者を、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

められる者として指定。 
 

（２）平成２５年度からは、国際バカロレア機構との協力の下、ＤＰの科目の一部※を日本語でも

実施可能とする「日本語ＤＰ」の開発・導入に着手。 

※日本語で実施可能な科目は、以下の通り。 

経済、地理、歴史、生物、化学、物理、数学、数学スタディーズ、音楽、美術、 

知の理論（TOK）、課題論文（EE）、創造性・活動・奉仕（CAS） 
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 (3)教育再生実行会議 

○第三次提言 「これからの大学教育等の在り方について」      (平成25年5月28日) 
 

「国は、国際バカロレア認定校について、一部日本語によるディプロマ・プログラムの開

発・導入を進め、大幅な増加(16校→200校)を図る。」 
 

○第四次提言 「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について」 
 (平成25年10月31日) 

 

「大学は、入学者選抜において国際バカロレア資格及びその成績の積極的な活用を図

る。国は、そのために必要な支援を行うとともに、各大学の判断による活用を促進す

る。」 

○第七次提言 「これからの時代に求められる資質・能力と、それを培う教育、教師の在り

方について」                                   (平成27年5月14日) 
 

「国際バカロレア認定校を大幅に増加させる。」 
 

 (4)日本経済団体連合会 

○「世界を舞台に活躍できる人づくりのために」 

―グローバル人材の育成に向けたフォローアップ提言―    (平成25年6月13日) 
 

「語学力のみでなく、コミュニケーション能力や異文化を受容する力、論理的思考力、課

題発見力などが身に着くＩＢディプロマ課程(16歳～19歳対象)は、グローバル人材を育成

する上で有効な手段の一つである。」 
 

「ディプロマ取得者に対する社会における適切な評価も重要であり、大学入試における

活用や、企業も採用時や人材活用において適切に評価することなどが重要である。」 
 

「我が国においても、入試の際、ＴＯＥＦＬやＴＯＥＩＣなどの英語能力の４技能を測定でき

る外部試験を活用することや、入試においてＩＢ資格を活用する大学を拡大することなど

も検討すべきである。」 
 

○「次代を担う人材育成に向けて求められる教育改革」      （平成26年4月15日） 
 

「グローバル化に対応するためには外国語能力とともに、課題を発見し解決する能力や

論理的思考力、コミュニケーション能力、さらに日本の近現代史に関する知識を含む幅

広い教養を育む必要がある。政府も、英語力に加え、問題解決能力や社会課題に関す

る深い関心と教養を身につけたリーダー人材を育成する「スーパーグローバル・ハイスク

ール」の認定（2014年度56校）や、国際バカロレア（ＩＢ）課程教育を行うＩＢ認定校の拡大

（2018年度までに200校へ）など、グローバル人材育成のため、教育機関の創意工夫や

特色を活かした教育を推進する方針を打ち出している。こうした取り組みを更に拡大する

とともに、横展開させる必要がある。ＩＢを教授できる人材の育成・確保が喫緊の課題で

あり、教員養成大学等において迅速に取り組むことが求められる。」 
 

○「今後の教育改革に関する基本的考え方」 

－第３期教育振興基本計画の策定に向けて－           （平成28年4月19日） 
 

「グローバル人材に求められる素質や能力を育む上で、国際バカロレア(IB)教育は有効で

あり、その普及に向けた政府目標を達成すべきである。具体的には、①IB 課程を教授でき

る教員の確保・養成（教員養成大学におけるIB教授コースの新設・拡大）、②わが国の大学

入試におけるIB ディプロマ資格の活用促進、③IB 課程と学習指導要領の要件の双方を無

理なく取得するための制度の新設が必要である。また家計が少ない経済負担で子弟にIB 

教育を受けさせられるよう、国公立高校においてIB 教育を普及させることも重要である。IB 

教育の普及は、国内で働く外国人人材の子弟の教育環境の整備にも繋がる。」 
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 (5)国立大学協会 
  〇国立大学の将来ビジョンに関するアクションプラン 工程表  （平成27年9月14日） 
 
   入試改革の一環として、「推薦入試、AO入試、国際バカロレア入試等の拡大（入学定

員の30%を目標）」を行うとしている。 
 
(6) 日米文化教育交流会議（CULCON） 

○日米文化教育交流会議（CULCON）教育タスクフォース報告書  (平成25年6月13日) 
 

「国際バカロレア資格を取得可能なプログラムを拡充する。」 

 

５．国際バカロレアの推進関連リンク   

 

●文部科学省 

国際バカロレア普及拡大広報ページ 

 https://www.facebook.com/mextib 

 
●国際バカロレア・デュアルランゲージ・ディプロマ連絡協議会（参加登録先を含む。） 

 http://lc-ibdldp.jp/ 

 
●国際バカロレア機構 

 http://www.ibo.org/（英語） 

 http://www.ibo.org/ibap/schoolservices/ibjapangateway.cfm（日本語） 
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国際バカロレアの認定校 
（平成２９年３月１日現在） 

 
 
全４２校（うち PYP実施校 ２１校  MYP実施校 １１校  DP実施校 ３１校） 
１校で複数のプログラムを実施している学校があるため、プログラム毎の校数の合計は全体の校数と一致しない 

※・・・学校教育法第１条に規定されている学校  ◎・・・日本語DP実施校（８校） 

(参考)世界における国際バカロレア認定校数  １４０以上の国・地域   ４，７８４校 
 

                           内訳  ＰＹＰ実施校       １，５００校 

ＭＹＰ実施校       １，３８２校 

ＤＰ実施校         ３，１７５校 

CＰ実施校           １３３校 

 学校名 所在地 ＰＹＰ ＭＹＰ ＤＰ 
1 ※仙台育英学園高等学校 宮城県   ◎ 
2 つくばインターナショナルスクール 茨城県 ○ ○  
3 ※茗渓学園高等学校 茨城県   ◎ 
４ ※ぐんま国際アカデミー 群馬県   ○ 
５ ※筑波大学附属坂戸高等学校 埼玉県   ◎ 
６ インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン 東京都   ○ 
７ アオバジャパン・インターナショナルスクール 東京都 ○ ○ ○ 
８ カナディアン・インターナショナルスクール 東京都 ○   
９ Ｋ・インターナショナルスクール 東京都 ○ ○ ○ 
10 神宮前小学校国際交流学級 東京都 ○   
11 清泉インターナショナルスクール 東京都 ○  ○ 
12 セント・メリーズ・インターナショナルスクール 東京都   ○ 
13 ※玉川学園中学部・高等部 東京都  ○ ○ 
14 東京インターナショナルスクール 東京都 ○ ○  
15 ※東京学芸大学附属国際中等教育学校 東京都  ○ ◎ 
16 ※東京都立国際高等学校 東京都   ○ 
17  みずほスクール 東京都 ○   
18 ※山梨学院大学附属高等学校 山梨県   ◎ 
19 ※インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢 長野県   ○ 
20 サンモール・インターナショナルスクール 神奈川県   ○ 
21 ホライゾン･ジャパン･インターナショナル･スクール 神奈川県   ○ 
22 横浜インターナショナルスクール 神奈川県 ○ ○ ○ 
23 ※法政大学女子高等学校 神奈川県   ◎ 
24 ※サニーサイドインターナショナルスクール 岐阜県 ○   
25 ※加藤学園暁秀高等学校・中学校 静岡県  ○ ○ 
26 名古屋国際学園 愛知県 ○  ○ 
27 ※名古屋国際中学校・高等学校 愛知県   ○ 
28 京都インターナショナルスクール 京都府 ○   
29 同志社国際学院 京都府 ○  ○ 
30 ※立命館宇治高等学校 京都府   ○ 
31 大阪YMCAインターナショナルスクール 大阪府 ○   
32 関西学院大阪インターナショナルスクール 大阪府 ○ ○ ○ 
33 カナディアン・アカデミー 兵庫県 ○ ○ ○ 
34 関西国際学園 兵庫県 ○   
35 神戸ドイツ学院 兵庫県 ○   
36 ※英数学館高等学校 広島県   ◎ 
37 ※ＡＩＣＪ高等学校 広島県   ○ 
38 広島インターナショナルスクール 広島県 ○  ○ 
39 福岡インターナショナルスクール 福岡県 ○  ○ 
40 ※リンデンホールスクール中高学部 福岡県   ○ 
41 沖縄インターナショナルスクール 沖縄県 ○ ○  
42 ※沖縄尚学高等学校 沖縄県   ◎ 

  合 計 21校 1１校 ３１校 
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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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ＤＰのカリキュラム

グループ名 科目例

１ 言語と文学
（母語）

言語Ａ：文学、言語Ａ：言語と文学、文学と演劇
※

２ 言語習得
（外国語）

言語Ｂ、初級語学、古典語学

３ 個人と社会
ビジネス、経済 、地理 、グローバル政治、歴史 、心理学、環境システム社会

※

情報テクノロジーとグローバル社会、哲学、社会・文化人類学、世界の宗教、

４ 理科
生物 、化学 、物理 、デザインテクノロジー、環境システムと社会

※

コンピュータ科学、スポーツ・運動・健康科学

５ 数学 数学スタディーズ 、数学ＳＬ 、数学ＨＬ 、数学ＦＨＬ

６ 芸術 音楽 、美術 、演劇 、ダンス、フィルム、文学と演劇
※

① 各グループから１科目ずつ選択し、計６科目を２年間で履修。ただし、グループ６（芸術）は他のグ

ループからの科目に代えることも可能。６科目のうち、３～４科目を上級レベル（HL,各240時間）、その
他を標準レベル（SL,各150時間）として履修。

② また、プログラムの「コア」となる、次の３つの必修要件を履修。

課題論文（EE: Extended Essay） ：履修科目に関連した研究分野について個人研究に取り組み、
成果を4,000語（日本語の場合は8,000字）の論文にまとめる。

知の理論（TOK: Theory of Knowledge） ：「知識の本質」について考え、「知識に関する主張」を
分析し、知識の構築に関する問いを探究する。批判的思考を培い、生徒が自分なりのものの

見方や、他人との違いを自覚できるよう促す。最低100時間の学習。
創造性・活動・奉仕（CAS: Creativity/Activity/Service） ：創造的思考を伴う芸術などの活動、
身体的活動、無報酬で自発的な交流活動といった体験的な学習に取り組む。

※「日本語DP」について
DPの授業・試験は、原則として、英語、フランス語又はスペイン語で行う必要があるが、その一部科目

を、日本語で実施可能とするプログラム。 内の科目と必修要件が、日本語でも実施可能。 内の科

目については、平成29年4月より日本語でも実施可能になる予定。（なお、 内の科目については平成

28年11月から、 内の科目については平成30年11月から最終試験を実施。）
なお、日本語DPでも、６科目中２科目（通常、グループ２（外国語）に加えて更に１科目）は、英語等

で履修する必要がある。

③ DP資格の取得には、上記を全て履修し、外部評価（国際バカロレア試験等）及び内部評価を通じ
て、原則として45点満点中24点以上を取得することが必要。配点は、６科目につき各７点（計42点）、
３つの必修要件で計３点。

※なお、「文学と演劇」はグループ１と６の横断科目。「環境システムと社会」はグループ３と４の横断科目。
また、「世界の宗教」および「スポーツ・運動・健康科学」はＳＬのみ。
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国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
推
進

・
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
が
提
供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
特
色
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
双
方
向
・

協
働
型
授
業
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
素
養
・
能
力
を
育
成
。

世
界
１
４
０
以
上
の
国
・
地
域
、
４
，
７
８
４
校
で
実
施
（
平
成
２
９
年
３
月
現
在
）
。

・
高
校
レ
ベ
ル
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
ＩＢ
資
格
）
が

取
得
可
能
で
あ
り
、
世
界
の
大
学
入
学
者
選
抜
で
広
く
活
用
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

課
題
発
見
・
解
決
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
等
を

２
０
１
８
年
ま
で
に
２
０
０
校
に

※
平
成

29
年

3月
現
在
（
計

10
4校
）

PY
P：
認
定
校

21
校
候
補
校
等

18
校

M
YP
：認
定
校

11
校
候
補
校
等

11
校

DP
  ：
認
定
校

31
校
候
補
校
等

12
校

「日
本
再
興
戦
略

-JA
PA

N 
is B

AC
K-
」（
平
成

25
年

6月
閣
議
決
定
）

②
国
際
的
通
用
性

国
内
外
へ
の
進
路
の
多
様
化

③
初
等
中
等
教
育
の
質
の
向
上

③
大
学
の
国
際
化
・
活
性
化

導
入
の
意
義

文
部
科
学
省
の
主
な
取
組

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
ＩＢ
）
に
つ
い
て

・
外
国
人
に
対
す
る
特
別
免
許
状
の
授
与
促
進
等

・
ＩＢ
認
定
に
必
要
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
に
係
る
支
援

・
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
ＩＢ
の
活
用
促
進

・
ＩＢ
認
定
の
た
め
の
手
引
き
の
作
成
・
普
及

・
国
際
ﾊ
ﾞｶ
ﾛ
ﾚ
ｱ
・ﾃ
ﾞｭ
ｱ
ﾙ
ﾗ
ｹ
ﾞー
ｼ
ﾞ・
ﾃ
ﾞｨ
ﾌ
ﾟﾛ
ﾏ
連
絡
協
議
会
の
設
置
・運
営

ＩＢ
に
関
心
を
有
す
る
高
校
等
の
連
携
・
情
報
共
有
の
場

※
平
成

29
年

3月
現
在
、

72
校
・機
関
が
構
成
員
と
し
て
、

26
教
育
委
員
会
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
。

DP
と
学
習
指
導
要
領
の
双
方
を
無
理
な
く
履
修
可
能
と
す
る
た
め
の
取
組

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
（
20

16
改
訂
版
）

（
平
成

28
年

12
月

22
日
閣
議
決
定
）

２
０
２
０
年
ま
で
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
等
を

２
０
０
校
以
上
に

ＩＢ
に
対
応
可
能
な
教
員
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組

・
D

Pの
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
特
例
措
置

IB
推
進
の
基
盤
形
成
の
た
め
の
取
組

・
「
日
本
語

D
P」
（平
成

29
年
度
予
算
額
（案
）

74
百
万
円
（平
成

28
年
度
予
算
額

89
百
万
円
））

Ｄ
Ｐ
の
一
部
科
目
を
、
日
本
語
で
も
実
施
可
能
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
機
構
と
の
協
力
の
下
、
平
成

28
年
度
か
ら
日
本
語

D
P試
験
を
実
施
。

※
日
本
語
Ｄ
Ｐ
対
象
科
目
：歴
史
、
地
理
、
経
済
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
数
学
、
数
学
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、

音
楽
、
美
術
、

Th
eo

ry
 o

f K
no

wl
ed

ge
、

Ex
te

nd
ed

 E
ss

ay
、

C
re

at
ivi

ty
/A

ct
io

n/
Se

rv
ice

ＩＢ
を
日
本
の
学
校
が
導
入
し
や
す
く
す
る
た
め
の
取
組

※
PY

P:
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
３
～
１
２
歳
）
、

M
YP
：
ミ
ド
ル
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
１
～
１
６
歳
）
、

D
P：
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
６
～
１
９
歳
）
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